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企 「ひな人形をお願いします」と星谷

ちゃらんぽらんかいの森内代表から、

井上富美恵さんに人形が託される。

アメリカ合衆国ミネソタ州

において� 6月4日まで開催さ

れている第 4回アメリカジャ

パンウィークに、日本の文化

の中で生まれた伝統的なひな

人形が参加します。

国際交流のお世話をいただ

いたのは、徳島キッズアート

展代表の井上富美恵さん。星谷ちゃらんぽらんかいのメンバーが、

ひな人形、御殿雛、掛軸等約百点を整美し、町長の親書を添えてミ

ネソ夕、ニューヨーク、ロスアンゼルス、ボストンに送りました。

また、この交流にあわせて、勝浦中学校の生徒35人が勝浦町や学

校の生活などを紹介した英文の手紙をアメリカの学校に送り、返事

を楽しみに待っています。� (JI旧町長の親密はP6に掲載) 

(世帯数) 2，051戸 (人口)男 3，590人女�  3，889人計�  7，479人(平成6年4月30日現在)

(出生)男2女2計4 死亡)男4 女O 計4 転入)男31女31計62 (転出)男16女13計29

広報かつうら 6月号第288号平 成6年6月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし� (08854)2-2511 (代) FAX 2-3028

.手続を送った勝浦中学校生徒たち 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
海外へ広げよう　交流の輪　日本の伝統文化　ひな人形アメリカへ渡る　星谷ちゃらんぽらんかい
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ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
ご
協
力
を


み
ん
な
の
力
で
わ
が
ま
ち
勝
浦
を
美
し
く
グ


勝
浦
川
を
ま
ち
の
宝
に
住
ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
を
め
ざ

し
て
環
境
美
化
に
取
り
く
ん
で
お
り
ま
す
。

最
近
、
山
合
い
や
谷
川
に
粗
大
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
勝
浦
川
の
河
川

敷
で
ゴ
ミ
を
焼
却
し
て
い
る
人
を
み
か
け
ま
す
。 

※	

ゴ
ミ
は
正
し
く
分
別
し
、
指
定
さ
れ
た
袋
に
、
き
め
ら
れ
た
場
所

へ
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

河
川
敷
で
は
、
ゴ
ミ
は
焼
か
な
い
・
捨
て
な
い
・
汚
ご
さ
な
い
。 

分
け
れ
ば
資
源

混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を
記
入

し
て
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

F 
平成�  

地区

6年� 6月お白開� j 
回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与 川 内 イシ 与川内出張所

横 瀬 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星� I小ゴ 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボール場フェンス� 

~入 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷・ 山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 尉欄人の家・馬越ゴミフェンス横� 

第

一
日
曜
日
に
全
町

一
斉
清
掃
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
一
戸
に

一
人
は
必
ず
参
加
し
て
、

環
境
衛
生
の
保
全

・
環

境
の
美
化
向
上
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
区
長
さ

ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の

指
示
に
従

っ
て
各
地
区

の
実
情
に
合

っ
た
方
法

で
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

雨
天
の
場
合
は
第
二

日
曜
日
に
延
期
し
ま
す
。

づ 
F

アルミ缶回収場所� 
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回

…
唱
団
議
棋

…
加
例
ケ
伽

目
的

増

大

す

る

廃

棄

物

問

中

角

地

区

古

井

ト

シ

子

一
主

題
に
対
応
す
る
た
め
、
地

域

生

名

地

区

太

田

郁

子

…

住

民

の

協

力

を

得

な

が

ら

、

今

山

地

区

山

路

幸

子

#
打
岳
山
い

分

別

収

集

を

徹

底

し

、

資

源

黒

岩

地

区

小

西

文

市

化

再

利

用

の

促

進

等

廃

棄

物

星

谷

地

区

中

西

文

子

の

減

量

化

推

進

と

生

活

環

境

久

園

地

区

中

田

経

子

の

美

化

保

全

を

図

る

こ

と

を

棚

野

地

区

白

樫

弘

文

目
的
と
す
る
。

立

川

地

区

寛

ア

サ

ヱ

吻
仰
咋
印
推
進
委
員 
(各
地
区

一
名

)

ク

橋

本

重

則

石

原

地

区

中

西

桂

子

中

山

地

区

栗

城

政

美

沼

江

地

区

古

山

博

横

瀬

地

区

呑

口

順

二

掛

谷

地

区

上

村

幸

子

与

川

内

地

区

坂

口

昇

山

西

地

区

大

島

治

坂

本

地

区

岸

上

イ

マ

ノ

在
、
似
柿

一斗
ロ
車
工

索
、 
3

A 進行く人にやすらぎをと熱心に花壇の手入れ/� 

※ 

A 地区集会所周辺の清掃	 A花壇には四季それぞれの花が植えかえられる� 

ヘ
J 
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新
聞
に
毎
日
の
よ
う
に
事
故
が
報

道
さ
れ
て
お
り
、
先
日
も
父
親
が
三

一一

歳
の
息
子
を
気
付
か
ず
に
事
故
死
を

一

さ
せ
て
い
た
記
事
を
読
み
、
実
に
痛

ま
し
い
思
い
が
し
た
。
身
内
に
事
故

一 …十

死
の
あ

っ
た
私
に
と

っ
て
は
我
事
の 

↑十
発
展
は
、
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資
源

よ
う
に
胸
に
こ
た
え
た
。
事
故
は
瞬

ル

問
、
正
に
そ
の
と
お
り
で

一
人
の
人

ル
の
有
効
利
用
並
び
に
ご
み
問
題
に
関

聞
の
死
が
家
族
他
そ
の
周
囲
の
人
間

に
ど
れ
だ
け
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

一
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

も
の
で
あ
る
か
、
は
か
り
知
れ
な
い
。

一

・
対
象
団
体

ま
た
事
故
死
さ
せ
た
者
に
と

っ
て
も 

資

源

化


再

補習


盟

諸

寸悶

団

体� 

勝
浦
町
婦
人
会

l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

「
必
ず
、

シ 

住
民
に
よ
る
資
源
化

・
再
利
用
の

か
つ
活
発
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

団
体
で
あ
る
こ
と
。

似
各
地
域
(
行
政
区
)
住
民
で
構

成
さ
れ
る
団
体
の
規
模
は
、

一
団

体
あ
た
り
原
則
と
し
て
三
十
世
帯

以
上
と
す
る
。

間
「
再
生
資
源
」
の
回
収
を
専
業
と

す
る
も
の
は
、
対
象
と
し
な
い
。

凶

各

小

学
校
単
位
で
児
童
生
徒
に

よ
る
自
主
的
実
践
活
動
に
対
し

て
は
、
継
続
的
な
実
践
団
体
と
み

な
す
。

-
補
助
金
額

山
補
助
金
算
定
の
基
準
は
、
資
源

回
収
量
に
基
づ
き
、
ア
ル
ミ
缶
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
三
百
円
、

ス

チ
ー
ル
缶
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
た
り

三
百
円
と
す
る
。 

ω
回
収
量
の
合
計
数
量
に

一
キ
ロ

グ
ラ
ム
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場

合
、
回
収
の
実
施
日
毎
に
切
り
捨

て
て
集
計
す
る
。

-
事
業
実
績
報
告

実
践
団
体
は
、
事
業
実
施
後
す
み

や
か
に
事
業
実
績
報
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
補
助
金
交
付
時
期
及
、び
対
象
期
間

補
助
金
の
交
付
時
期
は

四
月

1
九
月

一 

十
月
か
ら
翌
年
三
月
一
}
ま
で
の
活i

動
実
績
の
翌
月
末
ま
で
に
交
付
す
る
。

奈
津
子 

か
け
声
に
笑
顔
が
か
え

っ
て
く
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
た
ち
。

昨
年

一
年
間
で
全
国
の
死
者
は
、

一
万
九
百
四
十
二
人、

十
九
人
で
あ
る
。
徳
島
県
は
八
十
八

人
で
四
輪
乗
車
中
死
者
は
三
十
六
人
、

う
ち
シ 
l
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
が
二
十

八
人
と
多
く
、
も
し
、
着
用
し
て
い
れ

ば
助
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
が
三
割

強
の
十
三
人
も
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

大
切
な
命
を
伺
と
も
残
念
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
十
万
人
中
死
者
数

が
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
十
八
位
、
車
両

台
数
一
万
台
当
た
り
ワ
ー
ス
ト
二
十

し
、
安
全
運
転
を
よ
ろ
し
く
」
と
の

一
日
平
均
二

干
す
る
住
民
意
識
の
転
換
を
図
る
た
め
、

"
資
源
化

・
再
利
用
す
る
団
体
に
対
す

地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

悔
恨
に
た
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
車
を

便
利
に
使
い
す
ぎ
で
は
な
ら
な
い
。

…一 

等
と
し
、
次
の
要
件
を
備
え

P
T
A

一
て
い
る
団
体
と
す
る
。

い
つ
も
事
故
は
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
。
一
川
資
源
集
団
回
収
活
動
の
具
体
的

シ 

ト
ベ
ル
ト
着
用
は
事
故
死
を
少

l
な
く
す
る
の
み
で
な
く
、
常
に
注
意

し
て
車
を
運
転
し
よ
う
と
し
て
い
る

証
で
あ
ろ
う
。
法
規
は
自
分
を
守
る
た

め
に
あ
る
。
心
し
て

一
日
無
事
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
と
毎
朝
願
う
私
で
す
。

四
月
十
五
日
、
快
晴
。
勝
浦
高
校

東
側
三
叉
路
に
お
い
て
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
が

実
施
さ
れ
た
。
小
松
島
署
、
勝
浦
町

三
駐
在
所
の
方、

滝
口
町
会
議
員
、

交
通
安
全
協
会
の
方
々
と
私
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
の
運
動
で
あ
る
。

事
故
は
瞬
間
、

ベ
ル
ト
は
習
慣
と

の
印
刷
入
り
の
石
鹸
と
、
ゆ
ず
り
あ

う

心
が
か
よ
う
阿
波
の
道
の
標
語

入
り
五
月
十
日
道
交
法
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
の
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を
お
渡
し
し
た
。

F

な
年
間
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

十

こ
と
。

衛
生
課
に
登
録
し
た
団
体

一

ω
環
境

一

で
あ
る
こ
と
。

一
・
団
体
の
登
録
申
請

一
川

資

源

化

・
再
利
用
を
実
践
し
ょ

う
と
す
る
団
体
は
、
資
源
化

・
再

一

利
用
実
践
団
体
登
録
申
請
書
に
必

一

要
な
事
項
を
記
載
し
、
環
境
衛
生

事
務
局
に
提
出
し
、
承
認
を
得
る

一

ω
登
録
申
請
が

も
の
と
す
る
。

あ

っ
た
場
合
は
、

登
録
申
請
記
載
事
項
を
確
認
の
う

…

ぇ
、
当
該
団
体
に
対
し
、
登
録
証

を
交
付
す
る
。

十
・
実
践
団
体
に
対
す
る
指
導
基
準

実
践
団
体
は
、
次
の
要
件
を
そ
な

一
え
た
団
体
と
す
る
。

一
川

実

践

団

体

は
、
団
体
運
動
を
継

続
的 

(少
な
く
と
も
五
年
以
上
)

四
位
で
あ
り
、

マ
ナ 

か
が
え
る
。

相談員	 新井淳 l
の
悪
さ
が
う

副司� 

徳島自動車保険請求相談センター

徳島市西船場町� 1-14明治生命徳島ピル� 6階

電話� 0886-22-5279 

-専門の相談員が親身にな ってご相談に応

じます0

・相談日	 月曜から金隈

午前� 9時30分~午後� 4時40分

・弁護士相談日	 毎月第� 1・3水曜日

午後� 1時-4時

。電話のご相談もお受けします。

交通事故相談日
日 時	 6月27日(水)

午前� 9時から午後� 4時まで

場所 	 小松島中央会館

※お気軽にご相談ください。

交 通 事故 の ご相談 は

相談 センター へ (無料)

社団法人	 日本損害保険協会

'司ー

回

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
シートベルト着用キャンペーンによせて

会長　坪内奈津子

MUS04
テキストボックス
資源化　再利用運動実践団体に補助金を交付



ト |

l

l

、

ー鰍 -

を考えるノ 
新
設
、
ま
た
数
枚

の
段
々
畑
(
水

田
)
を
一
枚
化

し
、
農
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
た

り
、
改
植
事
業
等

に
役
立
て
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

二
、
新
設
ハ
ウ

ス
奨
励
事
業

町
に
お
い
て

奨
励
し
て
い
る

作
自
の
ハ
ウ
ス

平
成
六
年
度


外
国
農
業
と
本
格
的
に
競
争
を
す

る
時
代
を
迎
え
、
農
家
の
方
々
に
は

大
変
な
時
代
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

農
業
の
近
代
化
、
経
営
の
合
理
化

等
の
た
め
に
、
県
単
独
の
補
助
事
業

も
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
共
同

で
利
用
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。

町
で
も
独
自
の
補
助
事
業
を
設
け


て
い
ま
す
の
で
積
極
的
に
ご
活
用
く


だ
さ
い
。


一
、
小
規
模
土
地
改
良
事
業

町
有
の
小
型
ブ
ル
ト 

ザ 

施
設

を
利
用
し
、
農

道
や
圏
内
道
の 各

種
補
助
事
業
制
度
紹
介


(

産

業

課

関

係

)

外
国
産
の
農
産
物
に

を
新
設
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
材
費

等
の

一
部
を
助
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

三
、
単
軌
条
運
搬
機
導
入
事
業

(
モ
ノ

レ
ー
ル
施
設
)

圏
内
道
等
の
設
置
が
で
き
に
く
い

園
地
等
を
対
象
と
し
、
圏
内
道
的
な

役
割
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
は
乗
用
型
も
普
及
し
始
め
て
お

り
、
高
令
者
や
女
性
の
方
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

四
、
圏
内
道
舗
装
補
助
事
業

圏
内
道
等
に
舗
装
を
行
い
、
作
業

能
率
の
向
上
と
、
安
全
な
農
作
業
が

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
事
業
で

す。五
、
香
酸
か
ん
き
つ

(
ユ
ズ
)
対
策

事
業

ユ
ズ
樹
の
連
年
結
果
と
作
業
能
率

の
向
上
を
目
的
と
し
、
樹
型
の
改
造

を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

六
、
自
然
食
噌
好
省
力
型
果
樹
苗
木

導
入
事
業

雑
木
山
林
や
遊
休
地
の
活
用
を
図

る
た
め
、
ま
た
放
棄
園
地
の
減
少
を

同)

図
る
た
め
、
さ
ら
に
自
然
の
味
、

田
舎
の
味
を
求
め
る
都
会
の
人
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、
無
農
薬
栽

培
が
可
能
で
、
し
か
も
経
済
性
が

あ
り
、
高
令
化
社
会
に
対
応
し
た
産

業
の
育
成
を
図
る
た
め
、
ギ
ン
ナ
ン
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ナ
ツ
メ
、

ザ
ク
ロ
、
ク
ル
ミ
等
を
植
栽
し
た
農

家
に
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

七
、
先
進
海
外
農
業
視
察
研
修
事
業

農
畜
産
物
の
貿
易
の
自
由
化
に
伴

ぃ
、
外
国
農
業
と
の
競
争
力
強
化
を

図
る
た
め
、
農
業
関
係
の
旅
行
社
の

企
画
す
る
視
察
研
修
に
参
加
す
る
方

に
対
し
、
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

(
一
部
下
記
に
て
紹
介
)

以
上
、
事
業
の
内
容
だ
け
の
案
内

に
な
り
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
先
に
農
協
職
員
の
方
に
お
願
い

し
、
一
日
外
務
の
と
き
に
配
布
し
ま

し
た
資
料
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

各
種
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
従
来

か
ら
の
も
の
を
含
め
、
そ
の
概
要
を

述
べ
て
み
ま
し
た
。

な
お
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

産
業
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

-
申
し
込
み
先

勝
浦
町
産
業
課

・
視
察
国

オ
ラ
ン
ダ

ド
イ
ツ
、

・
参
加
資
格
者

IO(- )o{- IO(一 以 - * - 縦 - * - 酬 - *-以ー 減 ー 淑 - . 一 樹 ー 減 - * - 減 ー 減 - * - 以 - 10(- )0(- 概 - * ー 械 ー 淑 ー 減 ー 以 一 以 ー 以 - * - 以 ー 減 - )0(- )0(- 械 - * 一 以 - 10(- )0(ー 測 - )0(- 10(ー 淑 - 10(- 10(- 10(ー 淑 ー 鰍 ー 減 ー 測 ー 糊 - 10(- )0(一 樹 

、~

日 
u

v

「農村婦人ヨー-ロッノ

』 

イ
タ
リ
ア
・
マ

ッ
セ
ナ
広
場

視察研修  jlこ縮助.グ

対
す
る
市
場
開
放
が
進

ん
で
い
る
今
、
日
本
の

農
業
は
こ
れ
か
ら
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。

我
が
国
の
農
業
の
大

半
を
担
う
と
言
わ
れ
な

が
ら
、
海
外
視
察
へ
出

ら
れ
る
機
会
の
少
な
い

農
村
婦
人
の
た
め
、
社

団
法
人
、
国
際
農
業
者

交
流
協
会
で
は
「
農
村

婦
人
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察

研
修
」
を
行
う
べ
く
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
本
年

度
か
ら
海
外
農
業
先
進

地
視
察
に
対
し
て
は
助

成
を
す
る
制
度
を
発
足

さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
し


て
い
た
だ
き
、
あ
な
た


の
農
業
経
営
の
改
善
に


役
立
て
て
く
だ
さ
い 
0


・
研
修
期
間


平
成
六
年
九
月
六
日


1
十
六
日


-
参
加
費
用


約
五
十
八
万
円 

(約


半
額
を
町
か
ら
補
助
)


・
申
し
込
み
締
切
り 

平
成
六
年
七
月
十
五 a

* 蝋 *- - - -

に
健
康
で
現
に
農
業
に
従
事
し
て
い

る
婦
人
の
方

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
産
業
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
説
明

を
行
い
ま
す
。

⑧
社
団
法
人
、

協
会
と
は
。

農
林
水
産
省
等
の
指
導
を
う
け
、

農
業
後
継
者
の
育
成
や
農
業
分
野
に

お
け
る
海
外
諸
国
と
の
相
互
理
解
を

目
的
に
四
十
数
年
に
わ
た
り
、
農
業

研
修
生
海
外
派
遣
事
業
及
び
受
け
入

れ
事
業
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

町
内
に
住
所
を
有
し
、
心
身
と
も

国
際
農
業
者
交
流

ス
イ
ス

回
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て
は
じ
め
に

本
町
に
お
い

て
も
、
既
に
田

植
え
の
終
っ
て

い
る
水
田
も
あ

り
ま
す
が
、
中

旬
ま
で
に
は
す

べ
て
作
業
が
終

る
こ
と
と
思
い

ま
す
。さ

て
、
昨
年

は
水
稲
の
作
柄

が
異
常
な
不
作

で
あ
り
、
国
民
の
す
べ
て
が
忘
れ
か

け
て
い
た
「
米
不
足
」
が
現
実
の
も

の
と
な
り
、
改
め
て
米
の
大
切
さ
を

思
い
お
こ
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
大
豊
作
を
祈
り
た
い
も
の

で
す
が
、
こ
こ
で
水
稲
に
つ
い
て
今

い
ち
ど
振
り
返
り
、
米
に
つ
い
て
勉

強
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
、
日
本
の
水
田
面
積
と
作
付
面
積
、

生
産
数
量
と
転
作
面
積
は
ど
れ
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
四
年
の
統
計
で
は
別
表
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
米
の
生
産
量
と
日
本
国
内
の
需

要
量

最
近
の
調
査
で
は
世
界
全
体
で
約

四
・
五

1
五
億
ト
ン
と
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
日
本
で
は
平
成
五
年
は

水
稲
情
勢
と

本
町
で
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

異
常
気
象
等
で
、
昭
和
六
年
や
昭
和

二
十
八
年
以
上
の
不
作
で
あ
り
、
約

七
百
七
十
万
ト
ン
で
、
緊
急
に
二
百

六
十
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米
を
輸
入

し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
平
年
の
圏
内
需
要
量

は
約
一
千

1
一
千
五
十
万
ト
ン
程
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
米
の
主
要
な
生
産
国
と
品
種

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
等
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
で
あ
り
、

中
園
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
は
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
(
比

較
的
短
粒
種
で
あ
り
、
日
本
の
米
の

昧
と
よ
く
似
て
い
る
)
が
圧
倒
的
に

多
く
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
等
は
イ
ン

デ
ィ
カ
種
(
細
長
い
品
種
)
で
あ
り

ま
す
。

五
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
農
業
交
渉

(別表) 単位ha，t 

全 国 本県 本町

水田面積� 2，802，∞o 22，900 195 

2，092，000 16，700 148作付面積� 

転作面積� 710，∞o 6，200 47 ~ 

10，573，000 71，ωo 636生産数量� 

の
結
果
、
輸
入
さ
れ
る
米
の
量
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

主
食
で
あ
る
米
の
輸
入
に
つ
い
て

は
賛
否
両
論
あ
り
、
町
民
の
方
々
の

思
い
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

今
後
の
輸
入
量
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

平
成
七
年
度
に
は
籾
換
算
で
四
十

万
ト
ン
、
さ
ら
に
六
年
後
の
平
成
十

二
年
度
に
は
八
十
万
ト
ン
が
輸
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑧
平
成
五
年
度
は
米
不
足
に
よ

り
緊
急
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

今
後
は
日
本
国
内
産
米
が
豊
作
で
あ

っ
て
も
輸
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す。
但
し
、
こ
れ
が
正
式
に
発
効
す
る

に
は
、
今
秋
の
国
会
に
お
い
て
、
条

約
の
批
准
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

六
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

輸
入
米
に
対
抗
す
る
に
は
、
味
の

よ
い
米
を
安
い
生
産
費
で
生
産
す
る

以
外
に
な
い
で
し

ょ
う
。

こ
れ
は
米
に
限
ら
ず
、
み
か
ん
を

は
じ
め
と
し
た
他
の
農
作
物
全
体
に

つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
米
の

主
産
地
で
は
大
規
模
な
圃
場
整
備
を

行
い
、
共
同
化
、
大
型
高
能
率
機
械

の
利
用
、
優
良
品
種
の
導
入
、
企
業 

めいれ水 るとー と土あ出 とが化質 受フです由のと 問令のれ く 行 経 ~. 

ま。ば稲さ 必に層さ思作りさ幸い少学肥まけアも。に田は全題化面、本あい 営
す転 産 の て 要つ共らいりまれいう な肥料たる�  iスそ入を無国点、積農町り実を�  

O 作業作最 がい同にまにする本報く料を、こムタうれ一理規が多が道のま効行
対課付後 あて 化共 す努 の牛 町告、中多昨とサ�  lする枚と模多す狭の実すをう
象まがに るもを同。力でフにが米心周年も�  l 卜れよにし並すぎ小不情。上た
田でで今 と基 す化 を、ンはあののしの可ピしばうしてのぎる、備は げめ
とおき年 思 本すの すこ堆畜り品水て例能ス好、に、も改ま品農、、 ての
し申なは わ的め可 るれ肥産ま質田いをと組評昨し農、善す種業圃固 い法
てしい都 れ な、能 こら等農すもにたみな織を年た業せを。の従場場 る人
事出水合 ま勉水な とをも家。良比水てりの得かい機め求 導事一整 農化
務く田に す強稲も が活豊か かべ田もま支てらも械でめ 入者枚備 家組
を だ が よ 。をのの 大用富ら�  'つ減で有す援ぃ本のが数る 等 の 当 の も織
進さあり す こは 切しに排 た収は機�  をる町で自枚こ 々高り遅 多をO

公 徳 ヤ ~よ来 @業以地が定消お生きる中 ・
偲 島� 1Nl~、 "ミ うるお消者外生盤国供費り産は信今 生JL. 

最 推 翼 (雲 ( 議 よ買 桑 。「米 費へは産をの給者、のあ頼ほ産

件進米 ;霊;苦 ZZq zq君主主 iす罪長員長護;評系ま
浦警警� 徳 しい 許表 皆 出録たまを力待のとせ価費皆�  

A 碧 f
8

z
務

f
8

雲 ま“長 可 示様荷しおし守すに全供んが者様

お
米
の
売
渡
し
(
予
約
)
は
、

全
量
登
録
し
て
い
る
指
定
集

荷
業
者
ヘ
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

2
5

流� 1 業 。パ“ 買が よ問 内に食をめ的て米
務 、，i'� O 3務� γ ぃ信 う定保 生よ糧通らないに
所 皿� 1 3 部� " ま 頼�  O 集有 産りのじれ国る対
型 し出 荷米 の我安てて内とす

固

徳宝些�  
集� 

描 し孟ら 庖と へ し て 米 よ り る 応 量 給 。 高 の へ島
支

毒 i
所� 

2
2 事 ょ慨 か L-中 / ま い の う 、 こ え 出 が 安 ま 国 /

l詳ぅ 2ぷ で 身 し色内�  国と、荷求定つ産O
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徳島県立佐那河内いきものふれあいの里| 勝浦のひな人形「アメリカジャパンウィーク」に参加.ゲ
佐那河内 川口町長からアメリカ合衆国各地へ親書が送られる� 

....y...............V.VAyAV....:V•••y .....V.....AVAV................VAyAVAyA:V............."YAYAYAVAVAYAYAV"..:γ'A'.'.YAY人AV.'AYAγ?，
 .....γ.AyAyAVAyA.........ザ� AyAyAV^V， 叫
いきもの愛ランド� 
j始めまして、こんにちわ、勝浦町長の川口幸ーです。この度日本の� j 

6月行事お知らせ j 文化のひとつであるひな人形を紹介できることを光栄に思います。 ~ 

初夏の野山の観察ハイキング
j勝浦町は古くから「人形浄瑠璃」という人形芝居が盛んで、各地区� j

にち じ :平成 6年� 6月12日(日)


午前10時から午後� 3時まで


参加費無料 


いるもの :弁当、水筒、あれば双眼鏡

カメラ、図鑑など

ところ :ネイチャーセンター集合

受付午前�  9時30分から

すること :初夏の野山をハイキングし、

森林浴を行いながら付近の

¥)  動植物を観察する。

.1山の服装で来てねf|初心者大歓迎� 

定員40名(申し込み締切日� 6月10日)

・申し込み・問い合わせ


佐那河内いきものふれあいの里


ネイチャーセンター


宮� (0886)79-2238 

この内容を英語に翻訳された親書が添付されました。

→ー・ー・一一一一一・..__pec.・・._-・・--_.←"ー-・・ ...--→一一一・ー・一一一一・4 ・_..一一一一一一一一一・__ -一一・_.・一一一一一一一一・_.・一一一一4・ - .._e…一一一一・ー - - …・-

碕 員 弱 立議

特別養護老人ホーム喜楽苑の増床に伴い、次のとおり 職員を募集します。

希望の方は履歴書(市販の物)を添えてお申し込みください。

面接は募集期間中で随時行います。

職 種 募集人員 就業時間 勤務条件

正規 寮 母� 2 名

寮 母� 2 名� 9 :00~18 :00 日 小~l口L 8，000円
臨

調� E里 員

(パート) 
名3 

6 :30~ 10 :30 

1 5 :00~ 1 9 : 00 
時間給� 1，000円

時
登録ヘルパー� 1 名� 6 時 間 固定給� 140，000円

-年 齢 正規採用� (45歳未満) ・連絡先 住所勝浦町大字棚野字竹国13番地の� 1
臨時採用� (60歳未満� TEL 08854-2-3700 

・募集期間 平成 6 年 6 月 6 日(月)~10 日 (創 社会福祉法人勝寿会

困
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「
や
さ
し
い
」
こ
の
言
葉
を
聞
い

た
時
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び

ま
す
か
っ

「
や
さ
し
さ
」
と
は
、

一
体
ど
ん

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
こ
の
「
や
さ
し
さ
」
と
い

う
も
の
が
、

一
人
一
人
の
心
の
中
で
、

も

っ
と
大
き
く
、
も

っ
と
た
く
さ
ん

の
も
の
に
な

っ
て
い
け
ば
、
い
じ
め
・

差
別
そ
し
て
非
行
と
い

っ
た
、
私
達

に
身
近
な
問
題
は
、
す
べ
て
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う

考
え
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
私
が
小
学
校
三
年
生
の

時
の
話
で
す
。

私
の
ク
ラ
ス
に
は
、

一
人
、
体
の

不
自
由
な
男
の
子
が
い
ま
し
た
。
小

さ
い
時
に
、
こ
ろ
ん
で
頭
を
う

っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
原
因
で
、
言
葉
は

う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
字
も
う
ま 

「
や
さ
し
さ
」


も
女
の
子
に
と

っ
て
も
、
リ
ー
ダ
ー

み
た
い
な
存
在
で
し
た
。
明
る
く
て
、

強
く
て
、
み
ん
な
を
グ

ン
グ
ン
引

っ

ぱ

っ
て
い
く
人
で
し
た
。
そ
の
女
の

子
が
、
字
を
教
え
た
り
言
葉
を
教
え

た
り
、
と
い
う、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
私

に
は
想
像
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち
は
、

三

年
生
に
な

っ
て
何
日
か
後
に
は
、
消

え
去

っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
女
の
子
は
、
み
ん
な
が
言

っ

て
い
た
と
お
り
、
そ
の
男
の
子
に
字

や
言
葉
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
他
の

男
の
子
や
女
の
子
と
も
、
も
ち
ろ
ん
、

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し

ま
す
。
そ
の
あ
い
聞
を
ぬ

っ
て
、
教

え
て
い
る
の
で
す
。

あ
る
日
の
畳
休
み
、
そ
の
女
の
子

は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
男
の
子
に

字
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

様
子
を
、
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
い
ま
し

た
。
男
の
子
が
何
か
を
書
き
お
え
た

と
た
ん
、
女
の
子
が
、

l

「
わ
ぁ
。
自
分
の
名
前
書
け
る
よ
う


に
な

っ
た
ん
だ
ね
。
春
休
み
練
習
し


た
ん
で
し
ょ
う

?

二
年
生
の
時
よ


り
ず

っ
と
う
ま
く
な

っ
て
る
も
ん
。


よ
か

っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の


名
前
が
い
ろ
ん
な
も
の
に
書
け
る
ん


だ
よ
。
よ
か

っ
た
ね
。
」


と
い

っ
て
、
今
度
は
ペ
ン
の
入

っ

て
い
る
ケ 

ス
に
、
名
前
を
書
い
て

み
る
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私 

く
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
動
作
も

少
し
、
ぎ
こ
ち
な
い
:
:
:
そ
う
い
う
体

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
男
の
子
は
毎
日
明
る
く
、

楽
し
そ
う
で
し
た
。
不
自
由
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
に
、
い
つ

も
笑

っ
て
い
ま
し
た
。

男
の
子
が
い
つ
も
笑
っ
て
い
ら
れ

た
の
は
、
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
る
、

一
人
の
女
の
子
が
い
た
か
ら
で
す
。

そ
の
女
の
子
は
、
幼
稚
園
の
時
か

ら
四
年
間
、
そ
の
男
の
子
と
ず

っ
と

閉
じ
ク
ラ
ス
で
、
幼
稚
園
の
時
か
ら
、

そ
の
男
の
子
に
、
字
や
言
葉
を
教
え

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

私
は
、

三
年
生
に
な

っ
て
初
め
て

同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、
そ
う
い
う
話

は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
は

っ
き
り

い
っ
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
女
の
子
は
、
男
の
子
に
と

っ
て

も
そ
れ
を
見
に
い
き
ま
し
た
。
ゆ

っ

く
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
女
の
子

に
教
え
ら
れ
た
字
を
、
二
子

一
字、

し

っ
か
り
と
書
い
て
い
き
ま
し
た
。

書
き
わ
わ
る
と
、
女
の
子
は
子
を
た

た
い
て
喜
び
ま
し
た
。
男
の
子
も
、

真
似
し
て
い

っ
し
ょ
に
喜
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
名
前
を
、
く
り
返

し
て
何
度
も
読
み
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
二
人
は
な
ん
で
す
ご

い
の
だ
ろ
う
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

今
日
一
日
だ
け
な
ら
と
も
か
く
、
四

年
間
も
字
や
言
葉
を
教
え
る
、
勉
強

す
る
。
そ
れ
は
並
の
努
力
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。
女
の
子
に
と

っ
て
は
、
何

の
得
も
な
い
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

れ
な
の
に
ど
う
し
て
、
幼
稚
園
の
時ひ

か
ら
、
自
分
の
時
間
を
さ
い
て
、
他

人
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
、

四
年
間
も
、
そ
う
や

っ
て
が
ん
ば
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

同
情
?
い
い
え
、
ち
が
い
ま
す
。

こ
の
女
の
子
が
、
四
年
間
も
が
ん
ば

っ
た
の
は
、
か

っ
こ
つ
け
で
も
な
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
を
思
い
や
る

心
、
そ
う
「
や
さ
し
さ
」
か
す
で
す
。

男
の
子
が
名
前
を
書

い
た
時
、
女

の
子
が
、
泣
き
そ
う
な
顔
を
し
て
私

に
言
い
ま
し
た
。

「
名
前
が
書
け
る
よ
う
に
な

っ
て
よ

か
っ
た
。
名
前
を
書

い
て
ほ
し
か

っ

た
。
だ

っ
て
、
せ

っ
か
く
生
ま
れ
て

き
た
の
に
、
名
前
が
書
け
な
い
な
ん

て
、
い
や
じ
ゃ
な
い
。
か
わ
い
そ
う

じ
ゃ
な
い
。」

人
を
思
い
や
る
こ
と
は
、
同
情
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
女
の
子
が
、
男
の

子
に
字
が
書
け
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
強
か

っ
た
か
ら
、

そ
の
思
い
が
男
の
子
に
通
じ
た
か
ら
、

男
の
子
は
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
字
を
書
け
る
よ
う
に
も
な

っ
た

の
で
す
。

人
を
思
い
や
る
気
持
ち
「
や
さ
し

さ
」
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
、
人
を
変

え
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

い
じ
め
だ

っ
て
、
差
別
だ

っ
て
、
き

っ
と
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
女
の
子
の
よ
う
に
、
や
さ
し

さ
を
た
く
さ
ん
持

っ
た
人
が
、

一
人

で
も
増
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス


ト
入
賞
作
文
集
か
ら
」
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円星

通霊
寺
を寺

Z

そ
の
良
寛
さ
ん
に
も
晩
年
貞
心
尼
と

い
う
弟
子
が
あ
り
、
貞
心
尼
に
看
取

ら
れ
な
が
ら
一
商
家
で
生
涯
を
閉
じ

た
こ
と
を
知
り
、
何
か
ほ

っ
と
し
た

心
温
ま
る
思
い
が
す
る
の
も
私
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。

良
寛
円
通
寺
で
の 

年

読
振
協
副
会
長
近
藤
幾
江

五
月
十
四
日
、
読
振
協
の
会

一
行

五
十
二
名
は
、
良
寛
の
史
跡
を
た
づ

ね
て
二
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
分
乗

し
て
午
前
七
時
出
発
し
ま
し
た
。

高
速
道
路
を
快
適
に
走
り
、
瀬
戸


大
橋
を
渡
り
国
道
二
号
を
左
に
と
っ


て
円
通
寺
公
園
に
着
き
ま
し
た
。
新


緑
し
た
た
る
木
立
の
中
に
古
め
か
し


い
萱
ぶ
き
屋
根
の
ど
っ
し
り
し
た
本


m

堂
を
参
拝
し
公
園
内
を
散
策
し
ま
し

た
。
円
通
寺
の
寺
号
は
補
陀
山
ま
た

は
白
華
と
い
い
標
高
九
十
二
メ
ー
ト

ル
、
巨
岩
怪
石
が
露
出
し
、
岩
上
か
ら

は
眼
下
に
玉
島
の
町
並
、
そ
し
て
様

々
な
島
影
を
浮
べ
た
瀬
戸
の
海
、
そ 

の
は
る
か
彼
方
に
四
国
の
山
嶺
が
望

ま
れ
ま
す
。

表
参
道
か
ら
正
面
に
本
堂
、
そ
の

左
に
良
寛
堂
、
そ
の
奥
に
白
雲
閣
が

あ
り
、
本
堂
と
良
寛
堂
の
聞
に
托
鉢

姿
に
手
ま
り
を
持
っ
た
良
寛
の
銅
像

が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

良
寛
は
何
不
自
由
も
な
い
名
門
橘

屋
の
名
主
の
家
の
長
男
と
し
て
生
れ

な
が
ら
約
束
さ
れ
た
地
位
も
名
誉
も

す
で
、
雪
深
い
山
中
の
草
庵
に
仮
住

い
し
て
、
孤
独
と
貧
窮
の
生
活
を
送
っ

た
。
い
っ
た
い
な
ぜ
彼
は
そ
の
よ
う

な
人
生
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
温
か
い
人
柄
か
ら
子
供
た
ち
に

ま
で
な
つ
か
れ
親
し
ま
れ
た
奇
僧
の

内
面
に
は
ど
の
よ
う
な
修
羅
が
か
く

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
の
残

し
た
詩
や
歌
を
二
、
三
引
用
し
て
良

4
日
・
日
日 

-m日
・
お
日

寛
の
心
の
う
ち
が
少
し
で
も
う
か
が

え
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

か
す
み
た
つ
長
き
は
る
日
を
子


供

ら

と

手

ま

り

っ

き

つ

つ

こ


の
日
く
ら
し
つ


自
見
巳
如
此
如
何
不
省
悟


我
見
:
:
:
(
以
下
略
)
(
僧
加 
)


頭
髪
を
剃
っ
て
僧
侶
と
な
っ
た
か


ら
に
は
、
衆
生
に
喜
捨
を
乞
う
て
修

行
す
る
わ
け
だ
。
そ
れ
を
自
分
で
す

で
に
承
知
し
て
い
な
が
ら
ど
う
し
て

反
省
し
な
い
で
お
れ
よ
う
。
私
の
見

O
落
髪
為
僧
伽
乞
食
柳
養
素

O

-R -R

....

・・・・・・
 

4¥} 

困

-

円通寺を訪ねた読振協会員の方々

土
曜
こ
ど
も
映
画
会

午
後
二
時

1
三
時

内
容
は
お
た
の
し
み
に
/

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

1
日

・
日
日 

-m目

安
休
館
日

図書・ビデオ・ CDの貸出期間、貸出冊数

貸出本数が6月1日から変ります。 

or 2週間調書貸出期間  

O図書貸出冊数  10 冊 

Oビデオ ・CD貸出其月間 8日

Oビデオ貸出本校  2本

る
と
こ
ろ
で
は
、
世
の
僧
侶
た
ち
は
畳

も
夜
も
わ
け
も
な
く
読
経
と
説
教
に

声
を
は
り
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

た
だ
生
活
の
資
を
得
る
た
め
に
一
生

心
を
外
部
に
ば
か
り
馳
せ
て
い
る
の

だ
。
在
家
の
衆
で
仏
道
に
志
さ
な
い

な
ら
ま
だ
許
せ
よ
う
が
、
出
家
し
た
者

が
そ
の
志
を
持
た
な
い
と
は
何
た
る

心
の
汚
れ
よ
う
か

(以
下
略
)

(東
郷
豊
治
訳
)

い
か
な
る
が
苦
し
き
も
の
と
問

O

A
7

読
振
協
会
長

字詰

圭 て

大
型
パ
ス
で
は
少
し
無
理
だ
な
と

思
う
道
に
、
私
た
ち
二
台
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
は
進
ん
で
行
く
、国
道
に
標
識

は
あ
る
も
の
の
路
地
の
よ
う
な
進
入

路
で
思
わ
ず
通
り
過
、
ぎ
て
し
ま
い
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
・ン
ド
で
廻
ら
し
て
も

ら
う
。
両
側
に
家
の
建
っ
て
い
る
の

も
少
し
の
あ
い
だ
で
、
急
な
坂
道
を

登
る
と
家
も
疎
ら
に
な
り
、
煙
草
畑

が
見
え
て
き
た
。
と
て
も
名
刺
の
あ

る
地
形
と
は
思
わ
れ
な
い
。
パ
ス
は

す
ぐ
駐
車
場
に
着
い
た
。
駐
車
場
か

ら
道
を
右
に
と
る
と
急
な
石
段
が
ま

っ
す
ぐ
上
に
伸
び
て
い
る
。
み
な
汗

を
ふ
き
ふ
き
端
ぎ
な
が
ら
登
る
。
誰

か
後
の
方
で
「
こ
れ
は
四
十
五
度
は

あ
る
ぞ
。
」
と
い
う
声
が
す
る
。
石
段

を
登
り
つ
め
る
と
赤
土
の
坂
道
が
う

ね
う
ね
と
登
り
な
が
ら
続
く
。
両
側

は 

は
花
が
無
い
が
桜
が
い
っ
ぱ
い

植
え
て
あ
る
。
十
五
年
生
か
二
十
年

に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

今
は
、

一
面
に
葉
桜
と
な
り
、
初
夏

の
風
に
そ
よ
い
で
い
る
。
な
か
な
か

寺
ら
し
い
も
の
が
見
え
て
こ
な
い
。
そ

の
う
ち
に
何
時
か
ら
か
う
ま
め
の
樫

の
林
に
な

っ
た
。
小
さ
な
尾
根
が
近

い
ら
し
い
。
尾
根
に
良
寛
さ
ん
が
子

供
と
遊
ん
で
い
る
像
が
あ
り
、
円
通

寺
公
園
の
立
札
が
あ

っ
た
。

「
し
ま

っ
た
」
こ
こ
は
円
通
寺
公
園

で
あ
り
、
円
通
寺
は
別
の
場
所
な
の

で
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
予
定
よ
り

一
時
間
以
上
遅
れ
て
い
る
の
に
と
い

う
想
い
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
し
か
た
な

く
み
ん
な
と
共
に
赤
土
の
道
を
南
東

と
思
わ
れ
る
方
向
に
下
る
。
「
あ
っ

た」

思
わ
ず
声
に
出
た
。
そ
れ
は
茅
葺
き

の
本
堂
の
円
通
寺
で
あ

っ
た
。
上
品

な
お
ば
さ
ん
が
一
人
お
札
を
売

っ
て

い
て
「
あ
そ
こ
に
良
寛
さ
ん
が
い
た

の
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
小

さ
な
家
で
あ
る
。
一

時
は
修
業
僧
が

二
十
数
人
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

想
像
を
絶
す
る
思
い
が
す
る
。
ま
こ

と
に
質
素
な
た
た
づ
ま
い
の
寺
で
あ

る
。
こ
の
寺
か
ら
多
く
の
名
僧
知
識

人
が
出
た
と
い
う
。
良
寛
さ
ん
も

一

山
を
背
負
う
だ
け
の
徳
を
持
ち
な
が

ら
権
力
に
へ
?
勺
わ
ず
、
伽
藍
仏
教

を
き
ら
い
身
に
墨
染
の
衣
を
ま
と
い
、

寺
を
持
た
ず
弟
子
も
無
く
、
妻
子
も

も
た
ず
生
涯
詩
を
作
り
和
歌
を
詠
み
、

終
日
子
供
と
戯
れ
日
没
を
知
ら
ず
と

い
う
日
々
を
過
し
な
が
ら
、
数
奇
な

生
涯
を

一
乞
食
僧
と
し
て
終
え
た
。 

う
な
ら
ば
人
を
へ
だ
つ
る
心
と

こ
た
へ
よ

六
月
の
図
書
館
行
事
と
休
館
日

6
日

・
日
日

・
初
日
・
幻
日

初
日 

A 良寛の銅像 

OCD貸出キ文書士 2キ文

※貸出期間 ・貸出冊数等が大きく変りました  c

詳しいことは職員におたずねください。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
良寛修行の寺　円通寺を訪ねて　読振協会長　山本圭一
図書館だより
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ゆ
れ
て
い
る
の
を
「
風
が
着
て
舞
う
」

一一
か
つ
う
ら
歌
壇

一一一一


松

並

武

夫

選

ぜ
ん
ま
い
の
袈
剥
ぐ
と
き
に
指
ぬ
ら

す
簡
単
な
こ
と
お
ぼ
え
て
可
笑
し

横

瀬

比

留

間

一

(
評
)
歌
の
材
料
は
ど
こ
に
で
も
あ

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
お
手
本
に

わ

た

げ

は

な
る
歌
、
だ
。
ぜ
ん
ま
い
の
繋
毛
を
剥

ぐ
と
き
指
を
ぬ
ら
す
と
楽
々
ス
ム
ー

ズ
に
剥
げ
る
こ
と
を
実
際
に
体
験
し

お
ぼ
え
て
、
今
ま
で
の
苦
労
し
た
こ

と
が
可
笑
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
何
で

も
な
い
平
凡
の
こ
と
が
ら
の
中
か
ら

詩
を
発
見
し
表
現
し
た
力
は
さ
す
が

だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
本
籍
を
移
し
来
て

子
等
ま
た
一
つ
遠
く
な
り
ゆ
く

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

(
評
)
独
立
し
て
県
外
へ
出
て
行
っ

た
子
供
た
ち
に
本
籍
を
移
す
手
続
き

を
し
て
き
た
作
者
。
籍
を
離
れ
た
子

供
に
対
す
る
心
理
的
な
寂
し
さ
を
味

わ
う
作
者
。
親
と
子
の
生
き
る
姿
を

転
籍
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
描
い
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
」
だ
か
ら
何
人
か

の
子
が
親
元
を
離
れ
て
行
っ
た
こ
と

に
な
る
。

発
表
会
済
み
て
軒
端
に
吊
し
干
す
踊

衣
裳
を
風
が
着
て
舞
う

と
表
現
し
た
。
な
か
な
か
巧
み
な
表

現
で
あ
る
。
風
が
衣
裳
を
着
る
と
い

う
こ
と
は
肯
け
る
の
だ
が
や
や
作
り

過
ぎ
た
感
じ
が
す
る
。
作
り
す
、
ぎ
る

と
華
や
か
過
ぎ
て
実
感
が
う
す
れ
る
。

こ
こ
は
季
節
感
を
入
れ
て
「
踊
り
衣

裳
は
春
風
に
舞
う
」
ぐ
ら
い
に
し
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
。
い
い
内
容
の
歌
。

尻
三
尺
引
き
て
外
人
も
餅
を
描
く
阿

波
の
勝
浦
ひ
な
祭
り
の
最
中

棚

野

島

つ

と

む

(
評
)
マ
ン
ガ
を
見
て
い
る
よ
う
な
、

た
の
し
い
歌
で
あ
る
。
外
国
人
が
餅

を
措
く
姿
勢
を
「
尻
三
尺
引
き
て
」

と
表
現
し
た
。
背
の
高
い
外
国
人
だ

け
に
よ
く
見
て
い
る
。
よ
く
見
、
よ

く
感
じ
る
こ
と
は
も
の
を
創
る
基
本

だ
け
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
「
尻

三
尺
」
と
い
う
の
が
第

一
旬
に
出
て

来
て
意
外
性
が
あ
り
新
鮮
で
こ
の
作

品
を
お
も
し
ろ
く
し
た
。

※
以
下
佳
作
を
挙
げ
る
。

建
築
場
は
静
か
に
な
り
て
職
人
ら
畳

前
の
休
み
に
入
り
た
る
ら
し

中

山

栗

城

絹

虫
め
が
ね
で
判
ら
ぬ
程
の
小
さ
き
字

の
中
に
見
付
け
し
合
格
の
孫

沼

江

斎

藤

重

子

夫
の
引
退
惜
し
み
て
電
話
か
け
く
る

る
幾
多
の
人
に
胸
熱
く
お
り

ぜ
ん
そ
く
を
持
つ
子
が
先
頭
競
い
つ

つ
顔
を
し
か
め
て
ゴ
�
 ル
へ
向
か
う

横

瀬

広

安

美

枝

子

手
甲
の
形
の
こ
し
て
日
や
け
せ
し
手

を
気
に
し
つ
つ
乗
車
券
買
う

立

川

堀

梅

子

人
を
刺
す
こ
と
未
だ
知
ら
ぬ
山
械
の

初
々
し
刺
は
赤
き
紫

棚

野

殿

川

早

苗

艶
や
か
な
髪
た
ら
し
た
る
行
員
の
衣

替
え
せ
る
は
い
き
い
き
と
見
ゆ

横

瀬

平

山

美

千

江

逝
か
し
め
し
も
の
何
な
ら
ん
馬
場
飾

る
桜
は
す
で
に
落
花
の
最
中

生

名

柳

田

末

子

河
原
の
水
辺
の
草
を
刈
る
鎌
の
泡
に

蛍
の
生
き
ん
匂
い
す

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

棟
上
げ
て
隣
家
の
餅
投
げ
近
づ
け
ば

集
う
人
等
が
揃
い
仰
向
く

棚

野

田

中

茂

子

地
蔵
堂
は
落
葉
掃
か
れ
て
庭
清
し
詣

で
る
人
の
奇
特
な
心

棚

野

谷

新

太

郎

わ
が
知
ら
ぬ
義
弟
の
回
忌
に
集
い
来

る
人
み
な
老
い
て
中
に
母
も
居
る

中
角
岡
本
ハ
ツ
ヱ

ひ
き
だ
し
に
退
職
願
入
れ
て
よ
り
思

慮
と
強
気
が
同
居
す
る
胸

横

瀬

田

中

久

子

車
中
よ
り
笑
み
か
け
く
れ
し
顔
あ
り

て
誰
と
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
行
き
過
ぐ

横

瀬

林

と

み

え

l

宛
先

六
月
五
日
締
切
り

七
月
五
日
締
切
り

(
評
)
軒
に
吊
る
し
た
衣
裳
が
風
に

わ
が
植
え
し
梅
の
幼
木
は
二

・
三
輪

の
花
を
つ
け
た
り
朝
の
す
が
し
さ

甲
子
園
に
勝
敗
を
問
わ
ず
涙
す
る
野

球
の
ま
こ
と
は
い
つ
の
世
ま
で
も

棚

野

英

見

鈴
の
音
は
白
衣
の
列
を
清
め
る
如
く

石
段
登
る
底
冷
え
の
朝

中

山

溝

内

喜

美

代

人
と
牛
犬
も
ご
ろ
寝
の
朝
ぼ
ら
け
ガ

ン
ジ
ス
河
の
沫
浴
を
見
る

中

山

谷

尻

松

雄

一
片
の
曇
り
も
な
き
空
眺
め
つ
つ
わ

が
生
涯
に
か
け
た
し
晴
天

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

マ
ラ
ソ
ン
の
去
年
の
不
覚
パ
、
不
に
し

て
女
選
手
が
夢
テ
ー
プ
切
る

横

瀬

錦

内

常

一

こ
だ
わ
り
は
鯉
に
託
し
て
吹
き
流
し

今
こ
れ
か
ら
を
ま
る
く
生
く
べ
し

庫
裡
の
裏
に
車
庫
を
構
え
て
こ
の
寺

の
僧
も
車
の
時
代
と
な
り
ぬ

横

瀬

谷

音

蔵

(
評
)
こ
の
歌
を
読
む
と
時
代
の
流

れ
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
。
と
く
に

戦
前
か
ら
生
き
て
き
た
者
に
と
っ
て

は
一
し
お
の
感
が
あ
ろ
う
。
昔
の
坊

さ
ん
の
よ
う
に
白
足
袋
と
雪
駄
で
歩

い
た
時
代
は
過
、
ぎ
た
。
こ
の
歌
多
く

を
言
わ
ず
車
庫
だ
け
出
し
て
新
時
代

を
描
い
た
。
歌
は
必
要
な
と
こ
ろ
だ

け
を
出
せ
ば
よ
い
。
こ
の
作
者
の
表

現
技
術
の
巧
み
さ
。

動
く
と
も
覚
ゆ
る
ほ
ど
に
一
徹
を
示

な
量
が

せ
る
太
き
亡
骸
の
眉

中

山

山

下

房

雄

(
評
)
お
通
夜
の
と
き
の
歌
と
思
っ

て
よ
い
。
ま
だ
出
棺
し
な
い
で
い
る

仏
さ
ん
と
の
対
面
の
歌
。
生
前
の
意

地
っ
ぱ
り
を
思
わ
せ
る
「
一
徹
さ
」

を
示
す
太
い
眉
は
い
ま
に
も
動
き
出

し
そ
う
な
の
だ
。
そ
の
太
い
眉
に

こ

そ
仏
さ
ん
の
生
前
の
生
活
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
歌
も
眉
と
い

う
必
要
な
も
の
だ
け
を
も
っ
て
巧
み

に
死
者
を
描
き
出
し
た
。
�
 

克
子

横

瀬

桜

木

千

代

子

�

 

棚

野

幸

山

美

好

生

名

尾

山

千

恵

子

�

 

黄
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四
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八
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6月の健康行事 お問い合わせは環境衛生課、保健婦へ

日 日謹 内 ，合~ 

園� 

受 付時間 場 所 文サ 象 者 持参するもの他

2 木 総合 健康診査�  8 : 30~10 : 30 今山ふれあい交流館 一 自走 住 民 健康 手 帳 �  

9 木 総合 健康診査�  8 : 30~10 : 30 棚野集会所 一 般 {主 -民 健康手帳�  

10 金� 3歳児健康診査�  1 3 :30~ 14:00 農村環境改善センター� 
H 2 .11. 1 ~H 3 .4 .30 
までに生まれた子

間 きp;:::;らr 票

母子手帳�  

13 月 日本脳炎予防接種�  13:30~14:30 坂本小学校
全校生徒及び

一般住民(満 3歳以上)

料金� 500円
問診票、印鑑� 

15 水 日本脳炎予防接種�  14 : OO~15 :00 農村婦人の家�  j荷� 3 歳 以 上.
料金� 500円
印 鑑� 

16 木 総合 健康診査�  8 : 30~10 : 30 石原集会所 一 自主 住 民 健康手帳�  

17 金 日本脳炎予防接種�  13:30~14:30 農村環境改善センター 満� 3 歳 以 上.
料金� 500円� 
~p 鑑� 

20 月 日本脳炎予防接種�  13:30~ 横瀬小学校�  fコ、ニト 校 生 徒
料金� 500円
問診票�  

22 水 日本脳炎予防接種�  13:30~ 勝浦中学校 且人 校 生 徒
料金� 500円
問診票�  

23 木 総合 健康診査�  8 :30~10:30 山西集会所 一 自主� f主 民 健康手帳�  

24 金
乳児健康診査�  

離乳食講習会
13: 30~14: 30 1券 浦 病 院� 

H 5 .10 .1 ~H 6 .4 .30 
までに生まれた子� 

母子 手 帳

29 水 健 康 キ目 ゴ日火抗� 10:00~11 :30 目券 浦� ft 館 自主 住 民 健康手帳�  

29 水 日本脳炎予防接種�  14:00~ 生比奈小学校 ノニι、、 校 生� f走
料金� 500円
問診票�  

30 木 総合健一康診宣�  8 :30~10:30 久国集会所 一 自主 住 民 健康手帳

わ'13水 日本脳炎予防接種�  1 5:30~16:30 住 民 福 祉 セ ン タ ー �  j荷� 3 歳 以 上
料金� 500円
印 鑑� 

総 合 健 診

検診の種類 内� n士~ 料金|

胃 検 圭P人9: 胃 透 視� 500円

基本健診
心電図、眼底、血圧
血液検査、尿検査など� 無料

H市がん中食 言多i

結核検診
レ� J ト ケ。 ン� 

レ ン トゲ ン と11.客疾検査� 
100円
400円

大腸がん検診 便の検査(2日間)� 600円

総
合
健
康
診
査
を
受
け
よ
う

総
合
健
康
診
査
は
あ
ら
ゆ
る
健
診
を
同

時
に
実
施
し
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、

な
か
で
も
最
近
特
に
増
加
し
て
い
る
大

腸
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
を
早
期
に
発
見

し
、
適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る
と
共
に
、

健
康
状
態
を
総
合
的
に
診
断
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
図

り
、
将
来
の
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
を
予

防
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

料
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
市
町


村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
及
び
満
七 

歳


以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受
付
時
に
お
申


し
出
く
だ
さ
い
。


【
注
意
】

胃
検
診
、
基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方

は
、
当
日
何
も
食
べ
ず
に
お
こ
し
く
だ
さ

回
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みんなの健康
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食いは禁物

.歯槽膿漏で悩仁、人

には、食事時間の長
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歯
の
役
割

ま
す
。

歯槽膿漏を自己

チェックしよう
歯槽膿漏は自覚症状のないまま進行

していくので、自分で病気の兆候を見

きわめましょう。� 

1歯をみがくと歯ぐきから出血する� 

;2歯ぐきが暗紫色をしている� 

3朝起きると、唾液がねばつく� 

4歯肉を押すと援が出る� 

5歯がぐらぐらする� 

両
面
一
同
一利
司
司
  

日
程
で
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

じようぶな歯を保つ生活習慣

歯を守ることは、同時にからだの健康を守ることに直結しています。

-野菜の繊維質が� さに理解を持とう� 
. 歯についた力スを

『司圃昌

掃除してくれる L そ""うろ，
.よくかまないと

.虫歯、歯槽膿漏の原


野菜は飲み込めな 因である歯垢を除く


いので、かむ力が ・歯ぐきの血行をよくして歯槽膿漏に


つく
は効果的 


-R



日
本
脳
炎
予
防
接
種

』つ
いて




六
月
四
日
は
、
歯
の
衛
生
週
間


日
本
脳
炎
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
ウ

皆
さ
ん
の
歯
は
健
康
で
し
ょ
う

勝
浦
町
で
は

一
歳
六
か
月
児
、

三

歳
児
健
診
時
に
歯
の
健
診
を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
五
年
度
の
健
診
結

果
を
み
る
と

一
歳
六
か
月
児
の
む
し

歯
保
有
率
三
・
六
%
、
三
歳
児
七

0
・

二
%
と
な

っ
て
お
り
、
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
む
し
歯
に
か
か
る
子
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
人
で
も
歯

肉
炎
や
歯
槽
膿
漏
で
歯
を
失
う
人
が

あ
り
、食
事
が
満
足
に
で
き
な
い
人
も

少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

と
思

っ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
歯
に
か
か
り
易
い
奥
の

歯
が
早
く
抜
け
る
と
、
六
歯
臼
歯
が

早
く
生
え
、
後
か
ら
生
え
て
く
る
歯

の
場
所
が
狭
く
な
り
歯
並
を
悪
く
し

む
し
歯
が
で
き
易
く
な
り
ま
す
。
末

長
く
使
う
健
康
な
歯
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
少
な
く
と
も
生
え
か
け
た
時

か
ら
の
管
理
が
大
切
で
す
。
特
に
小

さ
い
子
供
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
方

は
気
を
配

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

大
人
の
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
歯
の
二
大
疾
患
と
い
え

ば
、
虫
歯
と
歯
槽
膿
漏
で
す
が
、
こ
れ

ら
は
歯
を
失
う
原
因
と
も
な

っ
て
い

ま
す
。
次
の
事
柄
に
気
を
つ
け
て
健

康
な
歯
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。 

イ
ル
ス
に
よ

っ
て
お
こ
る
激
烈
な
感

染
症
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
患
者

が
発
生
し
ま
す
。

発
病
す
る
と
重
度
の
後
遺
症
を
残

す
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
流
行
期
を
前
に
前
ぺ 

ジ
の

l

受
け
か
た

・
は
じ
め
て
受
け
る
人
は
、
基
礎
免

疫
(
一

二
回
接
種
し
、

一
年
後
に
さ
ら
に

l
j

一
回
接
種
)
が
必
要
で
す
。 

-
基
礎
免
疫
の
あ
る
人
は
、
追
加
接

-
体
温
が
幻
℃
以
上
あ
る
人

-
心
臓
、
腎
臓
、
肝
疾
患
の
活
動
期

-
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

種 

(
一一
回 
)
が
必
要
で
す
。 

O
食
物
を
十
分
か
む
こ
と
に
よ
り
脳

へ
の
適
切
な
刺
激
を
伝
え
た
り
、

顎
の
発
育
を
促
し
た
り
、
消
化、

吸
収
を
助
け
た
り
し
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人 

O
正
し
い
発
言
を
行
う

に
あ
る
人

顔
の
容
貌
を
整
え
る
。

6腐ったような口臭がする� 

7歯ぐきがムズムズすることがある:� 

8歯と歳の聞にすき聞ができてきた:� 

9歯が長くなったように思える� 

10歯ぐきが赤くはれている

このうち� 5つ以上該当するものがあ

れば要注意です。� 

時には鏡に向かつて点検し、早期

発見・早期治療につとめましょう。

のた日精事い
保、常神 、時健

持定生的ハか康
に期活なミらな
つ健が安ガの歯
と診大定キ歯を
めも切 な に に 保
て受とどよ対つ
くけな、るすこ
だ 、り夫見口ると
さ歯ま則腔管は
いのす正の理
。健 。し清、小 

康まい潔食さ 
  

・
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
に
ア
レ
ル
ギ

な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い

ー
反
応
を
お
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る

歯
は
、
生
後
六
か
月
ご
ろ
か
ら
生
え

人 

始
め
、
三
歳
ご
ろ
ま
で
に
は
二
十
本
生

え
そ
ろ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
健
診
結
果

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
歳
六
か

月
の
ま
だ
歯
が
生
え
そ
ろ

っ
て
い
な

い
時
期
に
で
も
、
む
し
歯
は
で
き
ま

す
。
ま
た
、
む
し
歯
に
対
し
て
、 

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

H

....................
 .....

歯
は
、
い
ず
れ
生
え
代
わ
る
か
ら 

.. 

ρ
乳

二
週
の
間
隔
を
お
い
て
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保隙税(命 保険iJt t;t~保の大切な，fl~源です
国保では、あなたの保険税を必要としています。保険税納

保険税納付100%達成に
ご協力ください

納税に便利な納税貯

蓄組合に加入し、口座

振替を利用しましょう 。

付は、健全な国保運営のための基本だからです。

一

を

?

一
:

一
引
杉
カ

一

一
険
す

一

一
保
ま

一
�
 

(
一
{
れ
�
 E
L
v
 

-

-
た

て

一

一
な

め

一

一
あ

納

一
�
 

なぜ保険税を納めなくてはいけない
保険税は、国保を運営するための重要な財源

のか、あなたは考えたことがありま
なのです。みなさんが病気やケガをしたときすか?

いいえ
の医療費をはじめ、子どもが生まれたり、家

族のだれかがなくなったときの給付にあてら
このチャンスに、保険税の

れています。
あり方を考えましょう。

① 	 ② ③ 

つ
い
忘
れ
で
し
ま

っ
て

経
済
的
に
困
難
で

た
だ
何
と
な
く
・
�
 

⑤	

医
療
費
は
、
全
額
自
費
で

払
え
る
か
ら
�
 

④	

め
っ
た
に
病
気
を
し
な
い

か
ら
�
 

いそがしい人には、便 国保の被保険者には、 滞納を続けるよりも、
病気やケガは、ある日突然やってくることが

利な口座振替もありま 保険税を納める義務が まず国保の窓口へ相談
多いものです。

万一のときに、経済的心配もなくお医者さん
すので、利用しでくだ あることを忘れないで をしてくださし、。

にかかれるためにも、保険税を納めることが
、。Lさ� ください。	

必要です。

一人でも保険税を納めない人がいると、イ也の人との公 みなさんの保険税は、みなさんの健康と幸せを守りま

す。保険税は、かならず納期限までに納めましょう。平を欠くことになり、国保の健全な運営もあやぶまれ

ます。国保は、みなさんの健康のために、被保険者が 災害やその他の事情で、保険税の納付がどうしでも困

難なときは、まず国保の窓口ヘ相談に行きましょう。お金を出しあって助けあう制度です。

国保は、助けあいによってみなさんの健康を守っていく大

切な制度。医療費の心配なく安心して医療がうけられる体制

づくりが必要です。そのためにも、保険税は重要です。

あなたに必要な医療費は、窓口でお支払いいただく自己負

担、固などの補助、及び保険税でまかなわれ、とくに保険税
f 
""-....- はその主要な財源です。あなたと家族のためにも保険税の役

割とはたらきを知って、納期限までに納めてください。� 

国保税は、被保険者となった月から課税されます。

「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者となる月とは、職場の健康保険をやめたとき、あるいは他の市区町村から転入しで住み始めたとき。
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|6月は「土砂災害防止月間」 ・ 6月1日==-日は「がけ崩れ防災週間.

去年の災害を教訓にして、
土砂災害に対する備えを再確認

記録的な豪雨となった梅雨と 8月、さらに追い打

ちをかけるように上陸した台風……平成 5年は“災

害厄年"ともいえる年でした。全国各地で被害が発

生、これに伴う土砂災害による死者・行方不明者は

過去10年間の平均を 4倍も上回る数字となっていま

す。 

6月は 「土砂災害防止月間」、 6月 1-7日は「が

け崩れ防災週間」です。去年の主な土砂災害におけ

る被害を振り返りながら、土砂災害に対する備えな

どを、この機会に再確認してみましょう。

~ t>土砂災害別寸

フーーーツにみる全国の危険箇所数

土石流の危険箇所吟 79，318l 
地すべりの危険箇所ゅ 11，042 }約17万箇所
がけ崩れの危険箇所ゅ 81，850 J 

f¥""" 

4

司
が
け
が
崩
れ
道
路
を
ふ
さ
ぐ

土
砂
災
害
の
特
徴
と
備
え

が
け
崩
れ

O

土
砂
災
害
は
、
集
中
豪
雨
や
長
雨

が
引
き
金
と
な

っ
て
起
こ
る
ケ 
l
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
時
間
に
二
十

ミ
リ
以
上
の
雨
が
降

っ
た
ら
、
ま
た

降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
百
ミ
リ
を

超
え
た
ら
危
険
信
号
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
突
発
的
に
起
こ
る
の
も
土

砂
災
害
の
特
徴
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

の
心
構
え
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
避
難
す
る
場
所
や
そ
こ

ま
で
の
経
路
も
、
あ
ら
か
じ
め
家
族

や
地
域
で
決
め
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
食
料
や
飲
料
水
、
懐

・
バ
ラ
バ
ラ
と
小
石
が
落
ち
て
き
た

0 

.
斜
面
の
途
中
か
ら
の
わ
き
水
が
濁

り
だ
し
た
。 

-
斜
面
に
亀
裂
が
生
じ
た
。 

-
ふ
だ
ん
聞
き
慣
れ
な
い
音
が
、
斜

面
か
ら
聞
こ
え
る
。 

h
F
増
水
し
た
谷
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
、道
路
が
浸
水 

h
F
濁
流
に
沈
む
星
品〈ロ橘
 

O
土
石
流

.
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
川
底
で
石
の
流
れ
る

音
が
す
る
。

-
川
の
水
か
さ
が
急
に
減

っ
た
。 

O
地
す
べ
り

-
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た

0 

.
陥
没
や
隆
起
が
認
め
ら
れ
た 

0 

.
井
戸
の
水
が
濁

っ
た 

0 

.
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
し
た
。

中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
ロ 
l
ソ
ク
、
貴

重
品
な
ど
を
ま
と
め
た
非
常
袋
を
常

備
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

土
砂
災
害
の
前
兆 

・
川
の
水
が
急
に
濁

っ
た
り
、
流
れ

に
流
木
、が
混
ざ

っ
た
り
し
て
き
た

0 

'
橘
の
崩
櫨慣

r 
※危険箇所数は、土石流→平成 5年公表、地すべり →平

成 5年調査、がけ崩れ→平成 4年調査のデータです。
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平成6年度 学校・大学開放講座

受講生募集案内 

講座一覧 一(申込方法

*申込締切日は当日必着です。� この講座は、成人で継続して受講す

*1回の学習時聞は3時間です。ただし、鳴門第一高校は2時間です。 る学習意欲のある方ならどなたでも申

.r
ヘ)

ヘ)

講座開設 校 講座 ア てず 申込定

(開講日順) 開講期間 開始時間 回数 締切長

池田高等学校祖谷分校
山村生活の充実(園芸・生活)� 6/3 401 
6/17(釦~ 3/17(封� 18:OO~ 10回 (金)

徳島東工業高等学校
初めて学ぶパソコンの利用方法� 6/3 302 
6/18(土)~12/3(土) 14:00~ 10回 (金)

龍昇商業専門半校
計算実務並びに税法入門� 6/3 303 
6/18(土)~ 9/24仕)� 13:30~ 15回 (金)

調理師学校で習う家庭料理� 6/3 
404 平成調理師専門学校� 

6/18(土)~ 8/27仕)� 14:00~ 10回 (金)

徳島文理大学の大学教育 6/3 。。� 徳島文理大学�  -21世紀社会へのアプローチ(皿)一
(金) 1 

15 
6/18(土)~10/15仕) 13:30~ 10回

司

くらしと経済� 6/3 
70~6 四 国 大 弓乙� 

6/18仕)~10ι8 住) 13:30~ 10回 (金)

生活をエンジョイ� 6/10 
307 徳島農業高等学校� 

6/25仕)~ 2/25仕)� 13:30~ 10回 (金)

パソコンソフトの利用� 6/10 
308 徳島中央高等学校� 

6/25仕)~ 9/3(土) 13:30~ 10回 (金)

蔦学園 着付とファッション� 6/10
9 

6/25(土)~ 2/5(日) 13 :30~15回 (金)池田家政専門半校

マッキントッシュによるワ プロと表計算ソフ 卜6/14 
3010 水産高等学校�  

6/28伏)~ 7/8(j節目 :30~ 10回 (火)

夢のある生活を求めて� 6/14 
5011 鴨島養護学校�  

6/29(水:)~ 9/28(水)� 13:00~ 10回 (火)

ワープ口入門� 6/17 
3012小松島西品等学校� 

7/2 仕)~ 9/24仕)� 13:30~ 10回 (金)

ワープ口の基本操作� 6/17 
3013鴨島商業高等学校� 

7/9ω~ 9/1α土)� 14:00~ 10回 (金)

手編みと手染めで手軽におしゃれ上手� 8/12 
3014丹羽編物服飾専門学校� 

8/27(土)~ 1/14ω13:30~ 10回 (金)

アプリケ ションソフトの利用� 8/19 
3015 阿南工業高等学校

9/3 比)~12/17(主)� 13:30~ 10回 (金)

ワープ口で充実のマイフイフ� 8/19 
3016阿波商業高等学校� 

9/3 凶~11/26仕) 13:30~ 10回(金)

はりきってワープ口(入門講座)� 8/1
913017美馬商業高等学

イ…b'、9/3 仕)~11/26仕) 13:30~ 10回(金)� 

18鳴門第一高等学 やさしい英会話� 1~ ~23130
校 9/6 伏)~12/13伏) 18:30~ 15回(火)

し込めます。受講を希望される方は、

次の事項を参照の上、お申し込みくだ

さp。
-受講対象者

成人で継続して受講する学習意欲の

ある方。

・受講料

無料です。ただし、実習材料費等は

個人負担です。

・申込方法

下記の様式の往復ハガキで申し込ん

でください。

復信の表 往信の裏

学校・大学開放国 あ
講座申込書

な
l 受講希望校名

た
2 氏名

の� 
3 性別

住� 
4 年齢

所� 5 郵便番号，住所� 

6 電話番号

あ
な
た
の
お
名
前

注意・ お一人� 1枚の往復ハガキで申し

込んでください 0

・:fJ'一人で複数校への申し込みは

ご遠慮ください。

・電話での受付はいたしかねます。� 

-申 込 先

干770-70 徳島市万代町� 1丁目� 1番地

徳島県教育委員会生涯学習課

学校開放講座担当

・申込締切日及び定員

各校講座内容の申込締切日欄をご覧

ください。(締切日必着)

・受講者の決定方法

定員を超過した場合は、抽選で受講

者を決定します。決定の結果は、い

ずれの場合も通知いたします。

なお、受講を辞退される方は早め


にご連絡ください。
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(、ヘ
児童手当現況届の

提出は� 

6月30固までに.ゲ

児童手当を受給されてい

る方は、 「現況届」を� 6月

30日までに住民福祉課へ提

出してください。

この届け出は、引き続き手

当てを受けられるかどうか

を決める大切なものです。

引き続き受けられる資格

があっても「現況届」を提出

しないと 、� 6月分からの手

当を受給できなくなります

のでご注意ください。

なお、該当者には後日通

知します。

竹
原
火
力
発
電
所


重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

先
進
地
見
学
会

参
加
者
募
集
 

配

恥

劃

創

劃

塑

「

l
M
M
M
HHト
ド
ト

H
Hし

の
方
の
利
便
性
に
つ
な
が
る
部
分
の
み
)

在
宅
の
重
度
障
害
者
で
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

の
方
の
日
常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め

-の
日
常
生
活
用
具

(特
殊
寝
台

・
特
殊
マ

ッ
ト
・

浴
槽

・
特
殊
便
器
・
盲
人
用
時
計

・
電
磁
調
理
器
・

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業

重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

が
、
冠
婚
葬
祭
や
介
護
疲
れ
な
ど
で
お
世
話
で
き

な
く
な

っ
た
時
、

一
週
間
程
度
施
設
入
所
が
で
き

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、
日
常
生
活
を
容

易
に
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
を
行

っ
た
場
合
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
と
し
て
、
重
度

身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
制
度
を
行

っ
て
い
ま

す
。
内
容
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
住
民
福

申
し
込
み

十

V

v V

……
�
 V V

i

ト

午
前
七
時
三
十
分
出
発

参
加
資
格

祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
、
視
覚
障
害
ま
た
は
肢
体
不
自
由
で
の
一

級
ま
た
は
二
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
�
 

(所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
る
)

聴
覚
障
害
者
屋
内
信
号
装
置

・
透
析
液
加
温
器
な

ど
)
の
給
付
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

経
費
は
低
所
得
の
方
は
無
料
、
そ
の
他
の
方
は

所
得
に
応
じ

一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

…

勝
浦
町
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
�
 

募
集
人
数

V

ま
す
。

…
県
補
助
金
�
 (徳
島
県
重
要
電
源
等
立

叩
地
推
進
対
策
補
助
金
)
で
竹
原
火
力

一
発
電
所
へ
の
見
学
会
を
実
施
し
て
い

…
ま
す
。
本
年
度
も
左
記
に
よ
り
先
進
�
 

参
加
費
用

…
地
見
学
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

十
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
募
集
い
た

V
回
十
名
�
 (参
加
希
望
人
数
が
四
十

名
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
)
 

無
料

参
加
費
用
(
日
程
費
用
分
)
は
町

(徳
島
県
重
要
電
源
等
立
地
推
進
対

経
費
は

一
日
当
た
り

一
、
五
�
 
円
程
度
必
要

O
O

一
し
ま
す
。

策
補
助
金
)
が
負
担
し
ま
す
。
�
 

で
す
。
�
 

平
成
六
年
七
月
五
日

ω

見

学

先

日

時

六
日
附

重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
制
度
�
 

…

竹
原
火
力
発
電
所

平
成
六
年
六
月
十
五
日
(
必
着
)

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
を
記
入
し
て
、
勝
浦
町

企
画
開
発
課
�
 (勝
浦
町
大
字
久
国

一十…

(広
島
県
竹
原
市
忠
海
町
西
長
浜
)

勝
浦
町
役
場
)
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�
 

そ

の

他

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場
等
の
改
造
で
あ
�
 

勝
浦
町
内
に
在
住
の
方
で
、
�
 
ま

A
7

当
選
者
に
は
、
そ
の
他
詳
細
を
ご

り
、
そ
の
改
造
に
よ
り
、
障
害
者
の
方
の
日
常
生

一

で
に
竹
原
火
力
発
電
所
先
進
地
見
学

連
絡
い
た
し
ま
す
。

活
が
容
易
に
な
る
こ
と
。
(
同
時
に
他
の
改
造
を

一
会
�
 (県
主
催
も
含
む
)
に
参
加
を
し
て

行

っ
て
も
、
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障
害
者

一

い
な
い
方
(幼
児
は
ご
震
く
だ
さ
い
)

詳
し
く
は
勝
浦
町
企
画
開
発
課
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

告
二
|
二
五

一
一
(
内
線
六
九
)

助

成

額

等

…十

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必
要
な
費
用
の
三

分
の
二
以
内
の
額
を
助
成
す
る
。
(
最
高
六
十
万

円
)

必

要

書

類

等

業
者
の
見
積
書
、

全
体
の
見
取
図
等

改
造
部
分
の
設
計
図
、
家
屋

o
固
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v-
v-
大
字
久
国
栗
本

字
松
ノ
本

大
字
沼
江

青
木

{子
山
田

大
字
坂
本
福
良

字
久
良
回

大{子
三
渓

字
定
問

夜間救急当番表�  

2-25551券 浦病院�  

2-2006赤岩 医院�  

2 -255 5 』券 浦病院�  

6-0302上勝診療所�  

2-25551券 浦病院�  

山 西 医院�  2-3027 

勝浦病院�  2-2555 

湯浅医院�  2-2003 

2-25551券 浦病院�  

赤岩 医院�  2-2006 

2-2555へ勝 浦病院�  

6-0302上勝診療所�  

勝浦病院�  2-2555 

6月� 2日� 

6月� 4日

6月� 6日

6月� 8日

6月10日� 

6月⑫日

6月14日

6月16日

6月18日� 

6月20日

6月22日

6月24日

6月⑮日

不用犬の

買い上げ日 ⑥⑨ 
、~~

犬の放し飼いは 心配 」ー

・ニL

• 

善'-
ノ
../'-../¥ 

と相談
やめましょう。� 

6月8日同� -日時 6 月� 3 日(創

， 6 月 10日(剣

6月22日体) 6 月� 17日(到

6 月� 24日(剣

・時間 午前10時~午後� 3時

・内容 人権・行政・厚生・福祉

・場所 住民福祉センター� 2階

2-3027 

6月30日

6月28日 山 西医院�  

勝浦病院�  2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで


{木日'午後� 7時から翌朝� 9時まで


困

す

わ
ま

合

り

い
お

問
て

お
し
に

斗
リ
茂
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#
耳
目
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忌
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河

い

も

わ

さ

で

、
だ

日

で

く

平

の

せ
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戸
籍
の
窓
 

一
勝
浦
会
館
六
月
行
事

大
字
棚
野

字
山
蔭

北
内� 
l

J

恵
/
三
男

明

代

¥

建

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

f

平� 菜 也 樹 (敬称略)

鹿

児

島

県

伊

崎

田

ゆ

か

り

太

2
日
附

3
日
幽

3
日
幽

5
日
日

8
日
附

9
日
例

目
日
制

日
日
同

団
日
山
川

口
日
刷
出

口
日
働

初
日
間

お
日
附

幻
日
同

却
日
同

陶
芸
教
室

着
付
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

着
付
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

陶
芸
教
室

4
月
刊
日 
1

5
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ
大
字
三
渓
{
子
僅
洲

井

出

陽

/

脇

町

木

下

妙

子

¥大
字
沼
江
字
寺
ノ
岡
福
徳
一

/

徳

島

市

床

楼

希

代

子

ヘ
大
字
三
渓

字

西

岡

小

谷

泰

広

/

瑳

住

町

筒

井

万

紀

子

ヘ

大

字

坂

本

字

久

保

中

尾

智

珍

/

由

岐

町

筋

野

和

美

ヘ
大
字
異
全
子
大
明

神

長

町

貴

弘 

大
{
子
三
渓
字
日
浦
押
栗

大
字
沼
江
字
一
楽
北
山

大
字
中
角
字
東
山
伊
丹

大
字
棚
野
字
織
田
混
同

大
字
坂
本
字
坂
本
奥
口

目
聞
(
け
歳
)

健
次 

歳
)

重
吉
(
何
歳 

口 

小 

晴
子
(
臼
歳

u
+

光
(
九
歳

あ
り
が
と
'
つ
ご
ざ
い
ま
し
子

阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

日
制

7こ 歳歳歳歳蔵
J

をまだ受けられていない方

は、早急に受けてください。 い は は し

n

(ω

Q
d

雄

善

意4
月
刊
日 
1
5
月
日
日

福

本

八

重

子

さ

ん

(

星

谷

)

ヘ大
字
沼
江
{
子
大
屋
敷
樋
口
芳

史

/

徳

島

市

丸

橋

幸

代

ヘ

大

{

子

生

名

字

北

増

井

義

治

/

小

松

島

市

山

下

裕

子 

押
栗
ミ
チ
子
さ
ん
(
与
川
内
)

意
あ が

犬の登録を りょ
が せ

必ずしようグ とら
うれ

犬を飼う場合、年� 1回の ごま
ざし

登録と狂犬病予防接種をう いた
r 
h¥ノ� 

けることが義務づけられて
ま 。

います。 た
し

登録及び狂犬病予防接種

登録は役場環境衛生謀、 よ午午ま各
う 後後 す講

匿

名

(

横

瀬

)

匿

名

(

横

瀬

)

匿

名

(

横

瀬

)

い

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご� 7 7 0 座
参 時時 (と
加開�  30手も
く講分芸午
だ)か教後
さ時ら室�  8
い問、、時
。に習陶か
遅字芸ら
れ教教聞
な室室講

善

一

/

二

女

直

子

¥

美

昌
嗣
/
長
男

直

子

¥

達

謙

司

/

長

女

照

美

¥

葉

狂犬病予防接種は指定獣医、

志波則之� (n08854-5-0040)

吉村動物病院(宮08853-3-

1676) で行 っています。

登録料は2，200円、注射料

は2，800円です。
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字
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江

高

井
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/

長

女
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子
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¥
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